
　本誌の読者の多くは、「Where There 
is No Doctor」（WTND）をご存じだろ
うと思います。医療機関から遠く離れた
ところで人びとの健康を守るための手引
書としてアメリカ出身の生物教師であっ
たデビッド・ワーナー氏が、メキシコ農
山村での経験をもとに書いたものです。
初版の 1970 年以降 100 以上の言語に
翻訳されたミリオンセラーで、プライマ
リ・ヘルス・ケアを牽引したと言っても
過言ではないでしょう。途上国の現場で
活用した経験をお持ちの方もあるかもし
れません。
　WTND は単なるマニュアルではなく、
コミュニティのなかで健康を守るという
ことについて著者の思想を示しています。
それを実現・実践するにはどうしたらよ
いかを述べているのが「Helping Health 
Workers Learn」（HHWL）です。1982
年に発表され、WTND 同様、本書も
100 以上の言語に翻訳され、改訂を重ね
ています。
　HHWL 原書のタイトルにある“Health 
Workers” は、医師、看護師などの有資
格医療従事者を指すものではありません。
コミュニティで村人の健康のために働く
“村落保健ボランティア” であり、また
村人に保健の知識を提供し、そのことを
通して人びとのエンパワメントをめざそ
うと活動する人たちのことです。伝統的
な産婆さんなど近代的な医学教育を受け
ていないその人たちの力をどう引き出す
か。具体的なトレーニング方法や教材の
作り方を示すとともに、人びとの文化的

な背景や日常での経験を重視し、彼ら彼
女らの理解を促そうとする内容となって
います。
　WTND は過去 2 回日本語に翻訳され
ていますが、HHWL は日本語訳がなく、
あまり知られていないようでした。そこ
で、仲間を募って翻訳したのが「学ぶこ
とは変わること - 自分と地域の力を引き
出すアイディアブック」です。
　このタイトルは原書に出てくる TO 
LEARN IS TO CHANGE からとったもの
です。ここには、本来学ぶとは学習する
人の主体的行動へとつながるべきもので
あり、教える立場にある人は学習者の創
造的学習プロセスを育まなければならな
いというメッセージが込められています。
保健医療分野だけではなく、ひとづくり
やまちづくりなどさまざまな分野におい
て、よりよい変化をめざして行動する誰

にとっても示唆が得られるものであると
思います。
　29 人の翻訳ボランティア、監訳チー
ムが力を合わせました。本書の大きな魅
力となっているイラストを含めて、600
ページ以上の大作である原書のテイスト
そのままに翻訳できたと自負しています。
巻頭には、デビッド・ワーナー氏と氏の
友人である本田徹氏にメッセージを寄せ
ていただきました。また、初版から 40
年以上経た今日、本書を使用するにあた
っての解説や訳注も付けました。
　ぜひ、みなさまの活動においてご活用
ください。なお、PDF 版もありますので、
詳 し く は、QR コ ー ド か ら Helping 
Health Workers Learn 日本語版特設サ
イトをご覧下さい。
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①：お読みになる前に（序）より　
②：「医者のいないところで」の使い方を学
ぶ（第3部前章）より　
③：見て、やってみて、考えることを通して
学ぶ（第2部前章）より　
④：「学ぶこと」と「教えること」（第1部1章）
より
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注）書籍の一部を写真でご紹介していますが、非営
利に限り転載が許可されております。
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